 　　　　　社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会表彰事務取扱要綱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（趣旨）
第１条　この要綱は、社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会表彰規則第５条の規定に　基づき、表彰に関する基準その他事務の取扱いについて、必要な事項を定めるものと　する。
　（被表彰者の基準）
第２条　被表彰者の基準は、次の各号に掲げるとおりとする。
　（１）特別功績者
　　　社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会（以下「本会」という。）役員、評議員　　及び地区社会福祉協議会会長として５年以上在職し、職を辞した方で、本会の発展　　に特に功績が顕著なもの
　（２）特別功労者
　　ア　社会福祉の向上に１０年以上尽力し、その功績が顕著なもの
　　イ　その他、社会福祉事業を積極的に推進し、その功績が顕著なもの
　（３）各種委員
　　　民生委員、児童委員、保護司及び人権擁護委員として１０年以上在職し、その活　　動が目覚しく、地域福祉の向上に貢献したもの。ただし、その在職期間は通算でき　　るものとする。
　（４）社会福祉活動協助者
　　ア　地区社会福祉協議会役員等として１０年以上在職し、地域福祉活動に積極的に参　　　加協力し、その功績が顕著なもの。
　　イ　ボランティア団体として５年以上、又はボランティア（個人）として１０年以　　　上にわたり地域住民で社会福祉活動の推進のため積極的に活動を行い、その功績　　　が顕著なもの
　　ウ　奉仕団体として５年以上、又は奉仕者として１０年以上にわたり共同募金の推　　　進のため積極的に活動を行い、その功績が顕著なもの
　　エ　その他、地域福祉活動に積極的に参加、協力し、その功績が顕著なもの
　（５）寄付者
　　ア　個人においては１０万円以上、団体においては２０万円以上寄付したもの
　　イ　長期にわたり寄付し、その金額が累計してアと同様となったもの
（重複表彰）
第３条　過去において、本会会長または旧市社会福祉協議会会長表彰を受けたことのある者は、該当者としない。また、同一年度において異なる基準による複数の推薦があった場合は、会長がそのうちの一つの基準で表彰を決定する。ただし、いずれの場合も特別功績者及び寄付者についてはその限りではない。
　（期間の計算）
第４条　表彰の基準とする期間は、就任、就職又は活動の開始の日から起算し、退任、　退職又は活動の終了日までとする。ただし、これにより難い場合の基準日は、８月１　日とする。
　（表彰）
第５条　表彰は、本会が、主催する社会福祉大会において行う。
　（委任）
第６条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。
　　　附　則
　　この要綱は、平成１４年８月１日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は、平成１９年１月１日から施行する。
附　則
　　この要綱は、平成２３年７月１日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は、平成２７年６月１日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。
